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Ａ．研究目的             

先天性銅代謝異常症であるウイルソン病

は,約7割の症例が小児期に診断され，小児

科医によって治療が開始される．一方で

2016年度のウイルソン病全国調査の結果

によると,患者の年齢は約半数が20歳以上

である.そのため，小児科医では対応が困

難な合併症や訴えが出現してくる可能性が

考えられる． 

本研究では，成人ウイルソン病症例を診

療することが可能な医療機関，特に多くの

本症患者が受診対象となると考えられる消

化器内科，のリストを作成し，本症患者や

その家族，ならびに本症患者の診療を行っ

ている医師に情報提供することを目的とし

て全国調査を行った． 

 

Ｂ．研究方法 

全国の「消化器内科」を標榜している診療科・

医療機関に対し，①成人ウイルソン病患者の診

療が可能か否か，②もし可能であればその情報

をホームページなどで公開することが可能か否

かのアンケートを行った． 

検索の結果，全国で 2,582 施設が調査対象と

なり，上記のアンケート用紙の送付を行った． 

（倫理面への配慮） 

本調査は，「人を対象とする医学系研究」には該

当せず，倫理審査の対象外であることを東邦大

学医療センター大橋病院倫理委員会に確認済み

である． 

                   

Ｃ．研究結果             

調査の結果，計628施設（診療科）よ

り回答があり，171施設がウイルソン

病患者の診療とその情報の公開が可能

であった． 

診療可能な施設が10施設以上存在す

るのは，大阪府，東京都ならびに福岡

県であった．また岩手県と滋賀県には

診療可能な施設が存在しなかった． 

 

Ｄ．考察               

ウイルソン病は，その病態より成人期に

達した場合は消化器内科の対象患者となり

得る疾患と考えられる．たとえ神経障害や

精神障害が症状・所見の主体であったとし

ても，肝障害ならびにその合併症の管理は

必須であると言える． 

今回の調査において，全国のかなりの地

研究要旨 

成人ウイルソン病症例を診療することが可能な消化器内科の医療機関リストを作成

する事を目的に全国調査を行った．計 628 施設（診療科）より回答があり，171 施設

がウイルソン病患者の診療とその情報の公開が可能であった． 



域を網羅する施設からウイルソン病患者を

診療可能との情報を得ることができた．た

だ地域による施設数の差は大きく，診療科

可能な施設が存在しない県もみられた．今

後は，消化器内科医師へのウイルソン病診

療の啓蒙と教育ならびに情報提供が重要な

課題であると考えられた． 

 

Ｅ．結論               

成人期のウイルソン病症例を診療可能な全

国の消化器内科の施設を明らかにすることが

でき，かなりの地域を網羅する施設からウイ

ルソン病患者を診療可能との情報を得ること

ができた．同時に地域での施設数の格差があ

ることも明らかとなり，今後の課題と考えら

れた． 
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